
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPO をもう一歩深く

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。

①《『ウォロ』550号記念特集》 第1特集 『ウォロ』と市民活動の20年
第2 特集 「市民メディア」の役割を考える

⑫《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 

永遠に忘れ得ぬ１９４５年８月15日
太田 達男（公益財団法人公益法人協会 会長・理事）

⑬《令和4年台風第15号災害 静岡発～現地から伝える「被災地の今」》

「みんなの居場所」で広がる活動
鳥羽 茂（特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会 事務局長）

⑭《V時評》

1.少子化時代は「道草」で生きるべし
2.ウォロ550号発行に寄せて 

時を超えて色あせぬ「市民の論理」
⑯《NPOのためのほっこり法律相談》

著作権侵害しないために気をつけること
樽本 哲（弁護士、一般社団法人全国レガシーギフト協会 共同代表）

 8・9No.550   2023

⑱《現場は語る～コーディネートの現場から》
活動に踏み出す前に安心して滞留できる

〝広場〟 ―見えてきた「ゆるボラ」の果たす役割
市居 利絵（社会福祉法人大阪ボランティア協会 ボランティアコーディネーター）

㉑《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

「気候正義」って？
㉒《U35のSocial Good》 

探究に特化した学習塾「イドミィ」
㉔《この人に》 

西川 正さん （特定非営利活動法人ハンズオン埼玉 副代表理事）

㉖《アゴラ／シネマ／ライブラリー》
Ｂｏｏｋ Ｃａｆｅ ＵＬＭ（ウルム）／『リング・ワンダリング』／
書籍紹介

㉘《晴れ時々ボランティア》 

秋山 徹さん（ＮＰＯ法人未来をつなぐ子ども資金 理事長）

https://osakavol.org/publishing/volo

●今年度は前年度に引き続き、中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりを
たやさない社会づくり～あなたは一人じゃない～」に重点を置き、つながることをあきらめ
ず、新型感染症防止策を講じながら工夫して行っている活動や、悩み葛藤しながら活動し
ている仲間たちの交流を図るなど、withコロナ、ポストコロナに向けた社会づくりへの支
援など先進的な事業を『重点助成テーマ』として福祉活動の支援を行ってまいります。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人
たちを助ける活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個
人の寄付金は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。
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　ここ数年、紙媒体の雑誌の休刊・廃刊
が続いている。インターネットが主流化
する中で、この傾向はさらに進むだろう。
　そのような中、本誌『ウォロ』は
550 号を迎えることができた。大阪ボ
ランティア協会の発足（1965 年）から
半年後に創刊された『月刊ボランティア』
（当誌の前身）。以後、何度か廃刊の危機
に見舞われつつも、職員と多くの編集
ボランティアの踏ん張りによって 57年
間、さまざまな角度からボランティア・
市民活動について発信してきた。
　今回の記念特集では、名称を『ウォロ』
に変更した 2003 年 1 月から 23 年 6
月まで 20年間の特集等をもとにボラン
ティア・市民活動の動向を振り返る。さ
らに、ウォロのような市民発のメディア
が持つ意味について考察する。

『ウォロ』と
市民活動の
20年

【特集チーム】
筒井 のり子、竹内 友章、永井 美佳、早瀬 昇、牧口 明、増田 宏幸

第1特集

第2特集

『ウォロ』550号記念特集

『ウォロ』382 号
（2003 年 1・2 月号）

左／ 9 ページより『ネッ
トワーク』2023 年 8 月
号、提供＝東京ボラン
ティア・市民活動セン
ター　右／ 8 ページよ
り「Our Planet-TV」

「市民メディア」の
役割を考える
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こ
の
20
年
間
の
市
民
活
動
の
動
き
を
象

徴
す
る
出
来
事
と
し
て
ま
ず
あ
げ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
は
、
や
は
り
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
ろ
う
。
今
日
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
時
代
」
を
開
く
き
っ
か
け

と
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後
も
、

ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
大
規
模
自
然
災
害
が

発
生
し
、
多
く
の
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
初
期
救
助
か
ら
復
興
支
援
、
さ
ら

に
防
災
の
取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
ま
た
こ
れ
と
関
連
し
て
、
１
９
９
８
年

12
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活
動

法
人
（
特
活
法
人
）
制
度
が
浸
透
し
、
近

年
は
や
や
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
（
注

１
）
市
民
活
動
団
体
の
法
人
格
と
し
て
定

着
し
た
と
言
え
る
。

　

次
に
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
で
あ
る
。
２
０
１
５
年
に
開
催
さ
れ

た
国
連
持
続
可
能
な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
中
に
記
載
さ

れ
て
い
る
17
の
国
際
目
標
の
こ
と
で
、
01

年
に
策
定
さ
れ
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
）
の
終
了
を
受
け
て
、
新
た

に
「『
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
』
持
続
可

能
な
開
発
」
を
う
た
っ
て
策
定
さ
れ
た
。

　
四
つ
目
は
反
貧
困
の
取
り
組
み
。
と
り

わ
け
、
08
年
末
か
ら
09
年
初
頭
に
か
け
て

日
比
谷
公
園
に
開
設
さ
れ
た
「
年
越
し
派

遣
村
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る「
派
遣
切
り
」に
よ
っ

て
職
も
家
も
失
っ
た
労
働
者
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
労
働
組
合
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
実
行

委
員
会
が
食
事
や
寝
る
場
所
の
提
供
、
生

活
相
談
等
を
お
こ
な
っ
た
。

　
五
つ
目
は
多
文
化
共
生
で
あ
る
。
少
子

化
の
進
行
を
背
景
に
人
材
確
保
策
と
し
て

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
が
進
む
中

で
、「
一
時
的
労
働
力
」
で
は
な
い
「
生

活
者
と
し
て
の
外
国
人
」
と
の
共
生
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。

　
六
つ
目
は
企
業
の
社
会
的
責
任
と
社
会

貢
献
に
関
わ
る
取
り
組
み
。
企
業
の
社
会

的
責
任
に
つ
い
て
は
、
１
９
７
０
年
代
初

め
の
公
害
企
業
に
対
す
る
責
任
追
及
以
来

の
歴
史
が
あ
る
が
、
２
０
０
１
年
に
国
際

標
準
化
機
構
が「
企
業
の
社
会
的
責
任（
Ｃ

Ｓ
Ｒ
）
に
関
す
る
国
際
規
格
」（
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
６
０
０
０
）
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た

こ
と
を
受
け
て
、
03
年
に
経
済
同
友
会
が

企
業
白
書
「『
市
場
の
進
化
』
と
社
会
的

責
任
経
営
～
企
業
の
信
頼
構
築
と
持
続
的

な
価
値
創
造
に
向
け
て
」
を
発
表
す
る
な

ど
、
改
め
て
目
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

企
業
の
社
会
貢
献
に
つ
い
て
も
、

１
９
９
０
年
代
初
頭
の
「
企
業
メ
セ
ナ
協

議
会
設
立
」「
経
団
連
社
会
貢
献
推
進
委

員
会
設
置
」
以
来
の
歴
史
が
あ
る
が
、
近

年
の
特
色
と
し
て
「
本
業
を
通
し
て
の
社

会
貢
献
」「
本
業
を
生
か
し
た
社
会
貢
献
」

と
い
う
意
識
が
多
く
の
企
業
で
共
有
さ
れ

る
と
と
も
に
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
」
が

定
着
し
て
き
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
よ

う
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
別
掲
コ
ラ

ム
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
他
に
も
、
性
差
別
を
告
発
し
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
求
め
て
２
０
０
７
年
に
ア
メ

リ
カ
で
始
ま
り
17
年
に
世
界
的
に
広
が
っ

た
「
＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
運
動
」
や
性
的
少
数

者
の
権
利
獲
得
運
動
、
子
ど
も・高
齢
者・

障
害
者
等
に
対
す
る
虐
待
防
止
や
、「
無

縁
社
会
」「
ひ
き
こ
も
り
」
な
ど
の
言
葉

に
象
徴
さ
れ
る
社
会
的
孤
立
問
題
へ
の
取

り
組
み
、
近
年
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
、
さ
ら
に
は
、
08

年
の
公
益
法
人
制
度
改
革
、
07
年
に
設
立

さ
れ
た
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
） 

の
活
動
な
ど
反
戦
・
平
和

の
取
り
組
み
も
あ
っ
た
が
、
字
数
の
関
係

上
項
目
を
列
挙
す
る
に
と
ど
め
る
（
社
会

的
孤
立
の
問
題
な
ど
福
祉
課
題
や
公
益
法

人
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
別
掲
コ
ラ
ム
を

参
照
）。

＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　
以
上
の
よ
う
な
概
観
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
こ
の
時
期
、
本
誌
特
集
で
取
り
上
げ

て
き
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
字
数
の
許
す
限

り
で
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
概
観
で
も
ト
ッ
プ
に
あ

げ
た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
復
興
支

援
、
防
災
な
ど
の
長
期
的
取
り
組
み
も
含

む
）
で
あ
る
。
こ
の
活
動
（
テ
ー
マ
）
は
、

対
象
期
間
の
本
誌
特
集
に
お
い
て
最
も
多

く
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
（
注
２
）。

　
内
容
的
に
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

扱
っ
た
４
４
２
号
（
09
年
）
と
４
９
８
号

『
ウ
ォ
ロ
』
と
市
民
活
動
の
20
年

第
１
特
集概

観
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（
注
１
）
２
０
０
１
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
税
制
面
の
優
遇
措
置
が
あ
る
認
定
特
活
法
人
は
、
絶
対
数
は
少
な
い
も
の
の
一
貫
し
て
上
昇
し
て
い
る
。

（
注
２
）
対
象
期
間
中
１
６
８
件
の
特
集
記
事
の
う
ち
16
件
と
、
ダ
ン
ト
ツ
の
件
数
。

（
14
年
）、
04
年
12
月
に
発
生
し
た
ス
マ
ト

ラ
沖
大
地
震
と
イ
ン
ド
洋
大
津
波
を
受
け

て
「
国
や
地
域
を
越
え
た
大
災
害
に
市
民

は
如い

何か

に
対
応
す
べ
き
か
」
を
探
っ
た

４
０
３
号
（
05
年
）、
お
よ
び
個
別
災
害

を
超
え
て
「
被
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興

に
宗
教
が
果
た
し
た
役
割
」（
５
０
８
号
、

16
年
）
や
「
災
害
時
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ニ
ー

ズ
」（
５
２
２
号
、
18
年
）
と
い
う
５
件

以
外
は
東
日
本
大
震
災
が
テ
ー
マ
で
、
11

年
５
月
の
４
６
５
号
か
ら
14
年
２
月
の

４
９
２
号
ま
で
11
件
あ
っ
た
。

　
こ
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
の
特
集

で
は
直
接
的
な
支
援
活
動
を
取
り
上
げ
た

も
の
が
多
い
の
は
当
然
と
し
て
、一
方
で
、

先
に
あ
げ
た
５
０
８
号
、
４
４
２
号
を
は

じ
め
、
４
８
６
号
（
13
年
）
な
ど
文
化
や

宗
教
の
視
点
か
ら
災
害
支
援
を
と
ら
え
た

特
集
が
目
を
引
い
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
次
い
で
多
か
っ

た
テ
ー
マ
は
「
寄
付
・
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ

ン
グ
」
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
別
掲
コ

ラ
ム
で
取
り
上
げ
て
い
る
認
定
特
活
法
人

制
度
を
扱
っ
た
４
３
３
号
（
08
年
）
と

４
７
４
号
（
12
年
）
を
含
め
る
と
８
件
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
４
８
３
号
（
13
年
）
で
は

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
を
正
面
か
ら
取
り

上
げ
て
、
寄
付
を
「
参
加
の
手
段
」
と
し

て
捉
え
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ

ン
グ
は
「
市
民
に
意
味
の
あ
る
『
参
加
の

機
会
』
を
提
供
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
の

認
識
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
た
活
動
資
金

作
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
４
９
７
号
（
14

年
）
で
は
、「
ウ
ェ
ブ
を
介
し
た
フ
ァ
ン

ド
レ
イ
ジ
ン
グ
に
は
大
き
な
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
に
く
く
、
行
き
過
ぎ
て
し
ま
う

リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
も

述
べ
て
い
る
。

　
他
に
４
８
９
号
（
13
年
）
で
は
、
減
少

を
続
け
る
共
同
募
金
改
革
に
つ
い
て
取
り

上
げ
、５
１
１
号
（
17
年
）
で
は
「
遺
贈
」、

５
２
３
号
（
19
年
）
で
は
「
助
成
金
活
用

の
ポ
イ
ン
ト
解
説
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
特

集
が
組
ま
れ
て
い
る
。

＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　

次
に
紹
介
し
た
い
テ
ー
マ
は
「
多
文

化
共
生
」
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
関

連
す
る
特
集
は
、
４
２
４
号
（
07
年
）、

４
５
６
号
（
10
年
）、４
９
６
号
（
14
年
）、

５
３
０
号
（
20
年
）、
５
４
９
号
（
23
年
）

の
５
件
あ
る
が
、
４
２
４
号
は
留
学
生
支

援
、
４
５
６
号
と
５
３
０
号
は
外
国
人
労

働
者
支
援
、
４
９
６
号
は
在
日
コ
リ
ア
ン

と
の
共
生
、
５
４
９
号
は
難
民
支
援
が

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
中
で
４
５
６
号
と
５
３
０
号
は
と

も
に
外
国
人
労
働
者
支
援
が
テ
ー
マ
で
あ

る
が
、
そ
の
背
景
は
違
っ
て
い
る
。
前
者

は
、
バ
ブ
ル
期
の
90
年
代
に
中
南
米
か
ら

受
け
入
れ
ら
れ
た
日
系
人
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー

が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世
界
金
融

危
機
に
よ
る
経
済
破
綻
の
中
で
生
活
困
難

に
陥
っ
た
こ
と
。
後
者
は
、
19
年
４
月
よ

り
改
定
入
管
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
よ
り
広
く
外
国
人
労
働
者
と
の
共

生
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　
最
後
に
、
本
誌
な
ら
で
は
の
テ
ー
マ
と

し
て
「
政
治
・
主
権
者
教
育
・
自
治
」
に

関
わ
る
特
集
を
紹
介
す
る
。
特
定
非
営
利

活
動
促
進
法
（
特
活
法
）
の
誤
っ
た
解
釈

か
ら
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
政
治
に
関
わ
っ
て
は
い

け
な
い
」
と
誤
解
し
て
い
る
人
た
ち
が
少

な
く
な
い
現
実
に
対
し
て
、
本
誌
で
は
折

に
触
れ
て
「
市
民
活
動・Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
政
治
」

の
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
３
９
３
号

（
04
年
）、
４
３
５
号
（
08
年
）、
５
０
７

号
（
16
年
）、
５
２
４
号
（
19
年
）
の
特

集
の
ほ
か
、
時
評
で
は
11
件
あ
り
、
こ
の

テ
ー
マ
に
関
す
る
時
評
執
筆
者
の
関
心
の

高
さ
が
伺
え
る
。

　

特
集
の
内
容
と
し
て
３
９
３
号
で
は
、

00
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
地
方
議
会
の
機
能
不
全

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
地

方
議
会
を
活
性
化
す
る
た
め
の
市
民
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
役
割
を
探
り
、「
政
務
調
査
費
を

有
効
利
用
し
て
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
議
員

が
一
緒
に
政
策
作
り
を
行
え
ば
、
議
会
も

活
発
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

の
提
案
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
５
０
７
号
の
特
集
は
、
前
年
の
公

職
選
挙
法
改
定
に
よ
り
16
年
６
月
の
参
議

院
選
挙
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
主
権
者
教

育
に
対
す
る
若
者
や
教
員
な
ど
市
民
の
声

や
、
主
権
者
教
育
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
５
２
４
号
の
特
集
で
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
市
民
活
動
と
政
治
の
関
係
に
つ
い
て

真
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
特
活
法
を
は
じ

め
、
自
殺
対
策
基
本
法
や
児
童
虐
待
防

止
法
な
ど
、
市
民
が
立
法
過
程
に
参
加

し
た
法
律
６
例
を
資
料
と
し
て
紹
介
し
て

い
る
。

＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　
他
に
も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
持
続
可
能
な
開

発
」「
反
貧
困
」「
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
」

そ
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍
」
な
ど
の
特
集
も
、

時
代
を
反
映
し
た
特
集
と
し
て
目
を
引
い

た
。　
　
　
　
　

  

編
集
委
員　

牧
口 

明

『ウォロ』550号記念特集　　　　　『ウォロ』と市民活動の20年第1特集
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気
候
正
義
（C

lim
ate Justice

）
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が
少
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
気
候
変
動
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受

け
る
途
上
国
の
人
々
や
将
来
世
代
等
へ
の
不

公
正
を
正
そ
う
と
い
う
考
え
方
を
い
う
。
明

確
な
定
義
は
な
い
が
、
化
石
燃
料
を
大
量
消

費
し
て
き
た
先
進
国
の
責
任
を
問
い
対
策
強

化
を
求
め
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
世
界
の
多
く
の
団
体
・
若
者

が
気
候
正
義
を
求
め
る
提
言
・
ア
ク
シ
ョ
ン

等
を
行
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
例
え
ば
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
が
、
必
要
な
鉱
物
資
源
採
掘
や
太
陽

光
パ
ネ
ル
製
造
時
に
お
け
る
強
制
労
働
と

い
っ
た
人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
す
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
そ
う
し
た
負
の
側
面
を
踏
ま
え
な
け

れ
ば
、
社
会
的
公
正
と
矛
盾
す
る
だ
ろ
う
。

先
進
国
の
責
任
の
み
の
追
及
は
新
興
国
富
裕

層
の
責
任
回
避
や
企
業
の
排
出
移
転
を
促
し

か
ね
ず
、化
石
燃
料
削
減
の
み
の
焦
点
化
は
、

メ
タ
ン
・
フ
ロ
ン
な
ど
他
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
や
被
害
防
止
の
た
め
の
適
応
策
の

資
金
・
努
力
を
な
い
が
し
ろ
に
し
か
ね
な
い

懸
念
も
あ
る
。

　

な
お
、
気
候
変
動
に
よ
る
被
害
は
、
将
来

世
代
に
加
え
、女
性
・
障
害
者
・
生
活
困
窮
者
・

立
場
の
弱
い
労
働
者
・
経
営
体
力
が
乏
し
い

事
業
者
・
移
民
・
先
住
民
等
、
国
内
外
の
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
くな
立
場
の
人
々
に
不
均
衡
に
生
じ
る
。
広

い
視
野
で
、
気
候
変
動
問
題
の
多
様
か
つ
具

体
的
な
解
決
策
を
議
論
・
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
。

「
環
境
・
持
続
社
会
」
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
）
事
務
局
長　

足
立 

治
郎

「
気
候
正
義
」っ
て
？

 Vol.
131
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これからの社会を担う35歳
以下の社会起業家。素直な思
いと自由な発想は、どんな商
品・サービスを生んだのか。
若き起業家たちの「物語」に
は、きっとあなたにも伝わる

「熱さ」があります。 第39回

経験と挑戦ができる教室に「みんな、会いに来て」

社
会
は
み
ん
な
で
正
解
の
な
い　

問
題
を
解
く
場
所

　
「
小
学
校
の
テ
ス
ト
は
１
０
０
点
し
か

取
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
で
す
」。
そ
の
後

も
学
校
で
の
成
績
は
優
秀
で
、
神
戸
大
に
進

学
し
た
高
橋
さ
ん
。
お
笑
い
芸
人
に
な
り
た

く
て
大
学
４
年
生
の
と
き
「
旅
す
る
芸
人
」

と
名
乗
り
、
路
上
ラ
イ
ブ
を
し
な
が
ら
自
転

車
で
の
日
本
一
周
を
達
成
し
た
。

　
卒
業
後
は
、
お
笑
い
芸
人
を
目
指
し
て
上

京
。
大
き
な
挫
折
を
味
わ
う
。「
神
戸
大
だ

か
ら
す
ご
い
ね
」
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、

お
笑
い
の
世
界
に
入
る
と
「
神
戸
大
の
く
せ

に
何
も
で
き
ん
な
」
と
言
わ
れ
続
け
た
。
思

い
描
い
て
い
た
よ
う
に
い
か
ず
苦
し
い
日
々

が
続
い
た
。
そ
の
と
き
に
「
あ
れ
、
ち
ょ
っ

と
お
か
し
い
ぞ
」
と
気
づ
く
。

　
「
学
校
で
は
、
正
解
の
あ
る
問
題
を
ひ
と

り
で
解
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

分
か
ら
な
け
れ
ば
、
教
科
書
を
見
て
解
き
方

を
覚
え
た
ら
い
い
。
一
方
、
社
会
は
正
解
の

な
い
問
題
を
み
ん
な
で
解
く
場
所
。
そ
う
い

う
こ
と
を
子
ど
も
に
教
え
ら
れ
る
大
人
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
み
ん
な
で
考
え

て
、
協
力
し
て
、
何
か
を
生
み
だ
す
経
験
が

で
き
る
場
所
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
芸
能
界
を
卒
業
し
、
自
分
に
は
足
り
な
い

も
の
が
あ
る
と
感
じ
た
高
橋
さ
ん
。
教
員
免

許
は
取
得
し
て
い
た
が
、
教
員
に
な
る
と
し

て
も
教
育
現
場
の
こ
と
を
知
ら
な
い
。
子
ど

も
の
こ
と
を
知
ら
な
い
。
あ
い
さ
つ
も
礼
儀

も
気
配
り
も
で
き
な
い
。
人
間
性
を
高
め
る

た
め
、
再
び
日
本
一
周
を
決
意
し
た
。

「
旅
す
る
先
生
」
と
し
て　
　
　

日
本
一
周

　
今
度
は
「
旅
す
る
先
生
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
知
り
依
頼
し
て

く
れ
た
学
校
で
講
演
を
し
な
が
ら
一
周
し

た
。
そ
の
中
で
６
０
０
０
人
の
子
ど
も
た
ち

と
交
流
し
、分
か
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
っ
た
。

目
立
つ
子
も
い
れ
ば
、
お
と
な
し
い
子
も
い

る
。
ス
ポ
ー
ツ
が
上
手
な
子
も
い
れ
ば
、
苦

手
な
子
も
い
る
。「
子
ど
も
」
と
い
っ
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
が
い
る
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、
目
立
つ
子
よ
り
お
と
な
し
い
子
の
方

が
気
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
自
分
が
教
員

に
な
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
に
関

わ
り
た
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
学
校
で
は

そ
う
し
た
時
間
の
余
裕
は
な
い
だ
ろ
う
と
感

じ
、「
学
校
以
外
の
教
育
の
場
を
」
と
、
神

戸
で
学
習
塾「
イ
ド
ミ
ィ
」を
立
ち
上
げ
た
。

経
験
と
挑
戦
が
で
き
る
場
所

　
事
業
理
念
は
「
体
験
格
差
を
是
正
す
る
仕

組
み
を
つ
く
る
」。
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合

う
な
か
で
、
体
験
格
差
の
存
在
を
痛
感
し
た

2017年、神戸市で活動を開始。理念は「実体験こそ最大の学び」。「やっ
てみたい！を、やってみよう」をテーマにさまざまな学習機会を提供
している。子どもの心を満たし、社会で活躍する力を伸ばすため、探
究に特化した学習塾、フリースクール、アウトドア活動、通信制高校
サポート校を運営。現在、神戸市内に 2 拠点を展開している。

探究に特化した学習塾「イドミィ」

一般社団法人イドミィ　
代表理事　高

た か

橋
は し

 惇
じゅん

さん
神戸市中央区下山手通 7-6-15 広狩ビル 101　電話 078-335-6808
設立：2017 年　　スタッフ数：10 人　

上／学習塾で人気の「テー
マ探究クラス」　下／アウト
ドア活動で六甲山登山

食
育
の
一
環
と
し
て
、
収
穫
体
験

子
ど
も
主
催
の
フ
ェ
ス
に
向
け
、
ピ
ン
ボ
ー
ル
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
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か
ら
だ
。
理
由
の
一
つ
は
経
済
面
。
も
う
一

つ
は
環
境
面
だ
。沖
縄
の
離
島
の
学
校
な
ら
、

放
課
後
に
み
ん
な
で
釣
り
ざ
お
を
持
っ
て
海

へ
行
き
、
た
き
火
で
魚
を
焼
い
て
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
都
市
近
郊
の
学
校

だ
と
そ
う
は
い
か
な
い
。１
学
年
12
ク
ラ
ス
、

各
ク
ラ
ス
30
人
と
学
校
が
パ
ン
パ
ン
で
、
の

び
の
び
し
た
体
験
な
ど
望
め
な
い
こ
と
も
あ

る
。
経
済
や
環
境
に
よ
る
格
差
を
で
き
る
限

り
な
く
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
、
挑
戦
が
で

き
る
場
所
に
し
た
い
と
思
い
、「
イ
ド
ミ
ィ
」

と
名
付
け
た
。

宣
伝
を
し
な
い

　
ス
タ
ー
ト
当
初
は
、
塾
生
が
一
人
も
い
な

か
っ
た
。
暇
な
の
で
、
近
所
の
掃
除
を
始
め

た
。
そ
こ
で
、
パ
ン
ク
し
た
自
転
車
を
押
し

な
が
ら
歩
く
中
学
生
に
出
会
う
。「
ど
う
し

た
ん
？
」
と
聞
く
と
「
自
転
車
を
修
理
し
て

ほ
し
い
」。
自
転
車
一
周
の
旅
で
自
転
車
の

扱
い
に
慣
れ
て
い
た
高
橋
さ
ん
は
修
理
を
引

き
受
け
る
。
中
学
生
が
「
学
校
や
塾
が
面
白

く
な
い
」
と
話
す
の
で
、「
俺
、
塾
始
め
た

か
ら
来
る
？
」
と
誘
う
と
、
そ
の
ま
ま
塾
生

に
な
っ
た
。
そ
の
子
が
友
達
や
き
ょ
う
だ
い

を
連
れ
て
き
た
。

　

自
分
の
信
念
は
、
宣
伝
を
し
な
い
こ
と
。

宣
伝
で
多
く
の
人
が
来
る
よ
う
に
な
る
と
、

一
人
一
人
に
か
け
る
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
落
ち

て
し
ま
う
と
危
惧
し
た
か
ら
だ
。
ま
ず
は
子

ど
も
た
ち
を
満
た
す
こ
と
に
全
力
を
注
ご
う

と
考
え
、
仕
事
に
ま
い
進
し
て
き
た
。
す
る

と
「
イ
ド
ミ
ィ
で
バ
イ
ト
し
た
い
」
と
い
う

大
学
生
が
現
れ
た
。
そ
の
と
き
、
不
思
議
な

感
覚
に
陥
っ
た
と
い
う
。
自
分
以
外
の
人
が

自
分
の
顧
客
の
た
め
に
働
き
、
お
金
が
生
ま

れ
る
の
が
不
思
議
で
、
こ
の
ス
タ
ッ
フ
も
大

事
に
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
塾
生

も
ス
タ
ッ
フ
も
一
人
一
人
を
大
事
に
す
る
姿

勢
が
評
判
を
呼
び
、
塾
生
が
急
激
に
増
え
始

め
る
。
創
業
期
の
気
合
い
で
、
自
身
は
週
７

日
働
い
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
持
続
可
能
性

は
な
い
と
感
じ
た
。
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
入

れ
た
り
、
別
の
ス
タ
ッ
フ
に
業
務
を
割
り

振
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
勤
務
を
週

４
日
に
変
え
た
。
す
る
と
、
と
て
も
健
康
に

な
っ
た
。
同
時
に
、
売
り
上
げ
が
倍
増
し
た

の
だ
。

「
お
や
じ
」
と
い
う
斜
め
の
関
係

　
高
橋
さ
ん
に
は
、
子
ど
も
の
頃
、
父
親
以

外
に
「
お
や
じ
」
と
呼
べ
る
存
在
が
い
た
。

公
園
に
毎
日
い
た
同
級
生
の
お
父
さ
ん
だ
。

そ
り
あ
げ
た
頭
に
、
金
色
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
。

み
ん
な
か
ら「
お
や
じ
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
お
い
、
ハ
ゲ
お
や
じ
」
と
い

じ
り
つ
つ
も
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
野
球
を
一

緒
に
楽
し
む
。そ
の
関
係
が
心
地
よ
か
っ
た
。

　
「
ふ
と
気
づ
い
た
の
が
、
自
分
が
『
お
や

じ
』
化
し
て
い
る
な
と
。
俺
も
先
生
じ
ゃ
な

く
て
『
じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
』
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
が
わ
ざ
と
気
を
引
く
た
め

に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て
く
る
。
親
や
先
生

は
縦
の
関
係
。
友
達
は
横
の
関
係
で
共
感
し

合
え
る
。『
お
や
じ
』
は
先
生
で
も
友
達
で

も
な
い
斜
め
の
関
係
。
自
分
の
良
さ
を
伸
ば

し
て
く
れ
る
存
在
な
の
で
、
自
分
も
そ
う
あ

り
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
絶
対
に
い
な
く
な
ら
な
い
で　

く
れ
」

　
別
の
教
室
を
出
す
話
が
出
た
と
き
、
そ
の

こ
と
を
保
護
者
に
話
す
と
「
絶
対
に
い
な
く

な
ら
な
い
で
く
れ
。じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
頼
む
で
。

う
ち
の
子
が
イ
ド
ミ
ィ
を
大
事
に
思
っ
て
い

る
か
ら
」
と
返
っ
て
き
た
。「
必
要
と
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
て
。
神
戸
の
土
地
で
出
会
っ

た
人
々
を
大
事
に
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
高

橋
さ
ん
。

　
事
業
を
始
め
た
と
き
は
、
全
都
道
府
県
に

教
室
を
開
く
の
が
夢
だ
っ
た
。
今
の
夢
は
全

都
道
府
県
に
教
室
を
出
さ
な
い
こ
と
だ
。
た

く
さ
ん
教
室
を
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
目
の
届

く
範
囲
は
自
分
が
い
る
場
所
だ
け
。「
日
本

一
周
を
し
て
い
る
と
き
は
会
い
に
行
く
立
場

だ
っ
た
。
イ
ド
ミ
ィ
は
『
み
ん
な
、
会
い
に

来
て
』
と
ど
っ
し
り
と
構
え
ら
れ
る
よ
う
な

場
所
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

編
集
委
員　

久
保 

友
美

１
９
８
９
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。
中
学
校
・
高
等
学
校

教
諭
一
種
免
許
状
保
持
。
２
０
１
１
年
、
神
戸
大
４
年

時
に
「
旅
す
る
芸
人
」
と
し
て
自
転
車
日
本
一
周
に
挑

戦
。
卒
業
後
、
東
京
で
お
笑
い
芸
人
と
し
て
活
動
。
15

年
に
は
「
旅
す
る
先
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
企
画
し
、

２
度
目
の
自
転
車
日
本
一
周
に
挑
戦
。
全
国
の
小
・
中
・

高
・
大
学
で
２
０
０
回
以
上
講
演
を
し
て
き
た
。
17
年
、

神
戸
市
に
「
イ
ド
ミ
ィ
」
開
校
。

高
橋 

惇
さ
ん

提供（全て）＝イドミィ

イドミィ高等学院を卒業後スタッフになった「でんちゃん」（右）と
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「
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｕ
Ｌ
Ｍ（
ウ
ル
ム
）」

第86回

ド
ナ
ウ
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
ド
イ
ツ
南
部
の
小
都
市
ウ
ル

ム
。
メ
ー
カ
ー
勤
務
の
企
業
人
の
こ
ろ
出
張
で
よ
く
訪

れ
、愛
着
を
も
っ
て
い
た
こ
の
古
い
町
を
店
名
に
選
ん
だ
の
は
、

オ
ー
ナ
ー
の
濱
田
義
行
さ
ん
だ
。
読
書
が
好
き
で
、
本
を
読
む

楽
し
み
を
分
か
ち
合
い
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
創
造
し
、
ま
た

未
知
の
人
と
の
出
会
い
を
も
た
ら
す
場
と
し
て
２
０
１
９
年
、

ウ
ル
ム
を
開
い
た
。

　
Ｊ
Ｒ
摂
津
本も

と
山や

ま
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
も
見
え
る
古
い
マ
ン
シ
ョ

ン
に
部
屋
を
借
り
、
そ
れ
ま
で
自
宅
に
収
蔵
し
て
い
た
約
３
千

冊
の
本
を
、
店
内
の
壁
に
作
り
つ
け
た
本
棚
に
移
し
た
。
ひ
と

り
客
が
読
書
や
お
茶
を
楽
し
め
る
よ
う
自
然
光
の
差
す
南
向
き

の
窓
側
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
席
、
中
央
に
は
グ
ル
ー
プ
で
歓
談
で

き
る
テ
ー
ブ
ル
席
、
続
き
部
屋
に
は
畳
に
座
っ
て
く
つ
ろ
げ
る

和
室
を
設
置
し
た
。
喫
茶
や
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
パ
ー
ト
ナ
ー

の
潤
子
さ
ん
、ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
は
義
行
さ
ん
が
手
が
け
る
。

　
開
店
後
ま
も
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
お
客
た
ち
が
自

主
的
に
読
書
会
や
勉
強
会
を
企
画
し
は
じ
め
た
。
４
年
た
っ

た
今
で
は
定
期
・
不
定
期
を
合
わ
せ
、
毎
週
１
、２
本
の
イ
ベ

ン
ト
が
実
施
さ
れ
る
。「
寺
西
君
の
喫
茶
結
社
」「
そ
ら
ま
め
カ

フ
ェ
」「
ゼ
ン
タ
ン
グ
ル
絵
画
教
室
」「
哲
学
カ
フ
ェ
」「
ナ
イ

ト
ウ
ル
ム
」「
か
の
ん
の
朗
読
カ
フ
ェ
」「
小
梅
さ
ん
の
落
語
会
」

…
…
。
６
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
る
と
、
エ
ン
タ
メ
系
、
交
流

会
系
、
講
座
系
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
並
ん
で
い
た
。
そ

ら
ま
め
カ
フ
ェ
の
よ
う
に
、
介
護
に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー
同
士
の

息
抜
き
の
場
と
し
て
の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
る
よ
う
な
一
般
参
加
歓
迎
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
落
語
会

な
ど
も
開
催
さ
れ
る
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
２
階
に
あ
り
な
が
ら
、
リ
ピ
ー
タ
ー
は
年
々

増
え
続
け
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。
義
行
さ
ん
や
潤
子
さ

ん
が
お
客
と
交
わ
す
会
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
そ
の
理
由
が
わ

か
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

編
集
委
員　

村
岡 

正
司

Book Cafe ULM（ウルム）
神戸市東灘区本山北町3-4-9 甲南ビラ203
電話 ０７０-１７６３-８２３２
営業時間 土・日曜12:00～18:00　 

自分で始めた人たち
社会を変える新しい民主主義
宇野重規 著
大和書房、2022年2月
1870円（税込）

本 書は政治学者である著
者が「チャレンジ！！

オープンガバナンス（COG）」
という企画を通じて知り合っ
た、地域の課題解決に奮闘す
る学生や自治体職員、起業家
などとの対談集。うち何人か
を紹介すると、
•	 潜在保育士と保育士不足に

悩む保育園を結びつける
マッチングアプリの開発を
提案した奥村美佳さんと、
そのアイデアを一緒に育て
た草津市幼児課で働く前田
典子さん

•	 学生団体を立ち上げ、沖縄
における貧困問題を解決し
たいと留学時代にアメリカ
で見た「フードドネーショ
ン」を実現させた平

へ

敷
しき

雅
みやび

　さん
•	「里親制度」を通して実子

２人と一緒に里子を１人養
育、その傍ら、子ども、里親、
専門家が語り合う場を設け
るなど、里親の経験を発展
させてきた齋藤直

なお

巨
み

さん
―など多彩なメンバーで、
大半は女性だ。
　著者は日本に真の意味で民
主的な政治参加の文化が定着
することを切望し、以下の 3
点を指摘する。
　第一は「デジタル化時代の
民主主義」。個人が政府や大
企業のデータや情報を利用
し、政治や経済のあり方を変
えるべきだと主張する。
　第二は「日常に根差した民
主主義」。地域の社会的諸課

題を政府や企業、研究者や
NGO ／ NPO などと連携し
ながら、市民自らが解決して
いくことこそが現代にふさわ
しい民主主義では、と訴える。
　第三に「社会を変える人の
力」。現場で発揮されるリー
ダーシップとは「社会的地位」
に付随するのではなく、その
人の情熱や行動、発せられる
魅力的な「言葉」で周りの人
を動かしていると感じたとい
う。
　課題解決に奔走する彼女た
ちとの対談は、既存の政治へ
の根強い失望を吹き飛ばし、
これからの日本に大いなる可
能性を感じさせてくれる。

編集委員　阿部 太極

右／「小梅さんの落語会」
上／読書会で本をテーマに語り合う

提供 =Book Cafe ULM
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第79回

第57回

イラスト：杉浦 健

1979年岐阜県生まれ。日本映画学校（現・
日本映画大学）卒業後、日本各地の基層
文化を映像で記録・研究する民族文化映
像研究所に入所。所長の姫田忠義に師事
し、映像制作に関わる。現在、株式会社工
房ギャレットの代表を務める。

●今月の館主

今
い ま い

井 友
と も き

樹

漫
画
家
を
目
指
す
草
介
は
、
絶
滅

し
た
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
を
題
材

に
漫
画
を
描
い
て
い
る
が
、
肝
心
の
オ

オ
カ
ミ
を
う
ま
く
描
け
ず
前
に
進
め
な

い
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
バ
イ
ト
先
の
工

事
現
場
で
、
逃
げ
出
し
た
犬
を
探
す
不

思
議
な
娘
・
ミ
ド
リ
と
出
会
う
。
転
倒

し
ケ
ガ
を
し
た
ミ
ド
リ
を
、
彼
女
の
家

族
が
営
む
写
真
館
ま
で
送
り
届
け
る

が
、
そ
こ
は
い
つ
も
見
る
東
京
の
風
景

と
は
違
っ
て
い
た
…
…
（
映
画
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）。

　
「
リ
ン
グ
・
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
」
と
い

う
の
は
、「
人
が
方
向
感
覚
を
失
い
、

無
意
識
の
う
ち
に
円
を
描
く
よ
う
に
同

一
地
点
を
彷さ
ま

徨よ

い
歩
く
こ
と
を
い
う

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）」
ら
し
い
。

　
本
作
は
、
草
介
が
異
世
界
に
迷
い
込

み
、
現
在
と
過
去
を
彷
徨
い
歩
く
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
映
画
で
あ
る
。
絶
滅
し
た
ニ

ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
や
、
草
介
の
暮
ら
す
東

京
の
過
去
を
通
し
て
、
観み

る
者
も
、
草

介
と
同
じ
よ
う
に
迷
い
、
彷
徨
う
。
こ

の
映
画
を
観
た
我
々
が
受
け
る
感
動
の

源
は
、
自
然
の
風
景
や
先
人
た
ち
の
営

み
の
風
景
…
…
む
し
ろ
叙
景
詩
の
よ
う

な
も
の
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
僕
は
昨
年
、
こ
の
映
画
の
監
督
で
、

ご
自
身
も
東
京
出
身
者
の
金
子
雅
和
さ

ん
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
で
共
演
し

た
。
金
子
さ
ん
は
「
自
分
が
暮
ら
す
東

京
の
地
面
の
下
に
、
ど
ん
な
過
去
が

眠
っ
て
い
る
の
か
。
も
は
や
無
い
も
の

と
し
て
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
な

〝
土
地
の
記
憶
〟
を
、
ふ
と
し
た
き
っ

か
け
で
と
り
戻
す
。
こ
の
感
覚
を
映
画

に
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　
僕
に
も
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
る
。

僕
は
岐
阜
県
の
山
村
の
出
身
だ
。
お
そ

ら
く
先
祖
代
々
同
じ
土
地
で
暮
ら
し
、

先
祖
代
々
の
歴
史
が
故
郷
の
土
地
に
折

り
重
な
っ
て
存
在
す
る
こ
と
を
潜
在
的

に
感
じ
取
っ
て
き
た
。
今
は
故
郷
を
離

れ
て
久
し
い
が
、
帰
省
し
た
際
、
ふ
と

し
た
き
っ
か
け
で
自
然
の
風
景
が
自
分

の
心
象
風
景
を
刺
激
す
る
よ
う
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
今
で
も
あ
る
。例
え
ば
、

近
所
の
畑
の
真
ん
中
の
あ
ぜ
に
置
か
れ

て
い
た
丸
石
が
、
自
分
の
先
祖
の
お
墓

の
一
つ
な
の
を
知
っ
た
と
き
な
ど
だ
。

葬
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た

の
か
、
な
ぜ
こ
こ
に
あ
る
の
か
等
々
、

今
ま
で
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
風
景

が
、
断
片
的
に
語
り
か
け
て
く
る
よ
う

な
感
覚
を
覚
え
る
の
だ
。

　
金
子
監
督
は
、
自
然
の
風
景
や
、
そ

こ
に
暮
ら
す
動
植
物
の
存
在
を
巧
み
に

描
く
こ
と
に
た
け
て
い
る
。
次
回
作
が

楽
し
み
だ
。

今
月
の
作
品

「
リ
ン
グ
・
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
」

た とえば「まちづくり」
などの現場で、こんな

風景を見かけたことはないだ
ろうか。あるコミュニティに、
外部から研究者や専門家たち
がやってくる。彼らは、どこ
かで予算を確保し、調査して、
問題点を見つけ出す。そして、
問題解決の理論や方法を授け
てくれる。それは、数年だけ
それなりにうまくいくことも
あれば、最初からほとんど役
に立たないこともある。だが、
その結果がどうであっても、
専門家たちはもう別のどこか
へ行ってしまっている……。
　著者は、アメリカの社会学
の研究者。大学院生になった
ばかりの頃、指導教員から「搾
取的な研究者にはなるな」と

警告されたという。博士課程
時代には、調査地区に 5 年
間居住してコミュニティー活
動に参加し、民間資本による
大規模地域開発を阻止し、コ
ミュニティー管理型の再開発
プロジェクトを生み出すこと
に成功した。その後も豊富な
実践経験を積んだ著者は、ま
ちづくりのプロセスを〈診
断、処方、実施、評価〉と四
つの段階に分け、それぞれに
コミュニティーの参加を組み
込むべきだと指摘して、こう
述べる。
　「われわれは理想的な文明
生活を生きてはいない。むし
ろ現実は理想からほど遠い。
現実の世界でわれわれにでき
る最良のことは、それぞれが

各自の持ち場で働き、（中略）、
その過程で、エリートがわれ
われの思考や希望や夢をコ
ントロールすることを防ぐパ
ワー／知識／アクションのス
パイラルを上昇気流に乗せる
ことである」
　これは、逆に言えば、研究
者や専門家などの外部の人
が、コミュニティーの問題に
ついての「知識創造」を「植
民地化」することで、結果的
にその「スパイラル」を阻害
する恐れもあるということで
ある。このことは、研究者や
専門家だけでなく、コミュニ
ティー自体も心しておく必要
がある。

編集委員　鳥越 美世子

コミュニティを変える
アクションリサーチ 
参加型調査の実践手法
ランディ・ストッカー 著
帯谷博明、水垣源太郎、寺岡伸悟 訳
ミネルヴァ書房、2023年1月
5500円（税込）

監督・脚本・編集：金子雅和
主演：笠松将　配給：ムービー・アクト・プロジェクト
2021 年｜日本｜ 103 分｜ドラマ・ファンタジー
現在、各種動画配信サービスで配信中
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